












誌に掲載されたことです (Maehara et al. 2012, Nature, 485, 478)。天文学会での発表はす
でに前年度の秋になされていたのですが、Natureへの掲載 (5月 16日)は世界的なニュー
スとなりました。国内では新聞や TVなどあらゆるメディアでニュースとなったほか、世















































2012年末の時点で、附属天文台の人員は 43人です。内訳は、常勤職員 8人 (教員 6人、
技術職員 2人)、非常勤職員 18人 (うちPD4人)、大学院生は 13人 (博士 5人、修士 8人)、
宇宙ユニット (教員 1人、PD１人)、学際センター教員１人。2012年は、査読雑誌論文 28
編 (うち附属天文台構成員 (卒業後 1年以内を含む)が第 1著者の論文は 11編)、国際会議
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